
【はじめに】

【計画の前提として】
    ・各種会議（役員会・振興区会議・専門部会等）の意見を参考にしました。
    ・今までの重点6プロジェクトの項目別ふり返りを実施しました。
    ・平成元年実施の「18歳以上全区民アンケート」の活用をしました。

【重点目標とする3本の柱】

  峰田自治振興区は設立から27年を経過し、平成21年からは『咲く夢・咲く花・咲く笑
顔』をキャッチフレーズに7つのテーマと６つのプロジェクトに果敢に取り組み成果を上
げ、今も進化を続けています。
 しかし、地域の状況は予測以上に変化し、今までに経験したことのないことも出てき
ています。
 そうした中で新しい地域像を模索し、中期の計画の３本の指針を立てました。

峰田自治振興区 中期計画

・ふれあい広場・サークル活動の充実
・「なみか」「ほろか」を利用した振興区活動参加の取組
・ふるさと祭の再開
・自主防災組織更新と訓練の実施
・ほほえみ会議の活性化
・ほほえみサロンの定着化
・みねたお助けネットの充実
    政策会議・運営会議・支援者会議の連携と定期的実施
・ふるさとの記録・ふるさとの記憶の掘り起こし
・地域活動資料のデータベース化

誰もが集まりやすい

「集まりの場」

づくり

環境に沿った

「見守りの仕組み」

づくり

安心して暮らせる

「支え合いの地域」

づくり


